
2024 年 11 月 卒後藤谷塾 議事録 

開催日 2024 年 11 月 13 日（水）7:00～8:00 

 

■活動報告  

 ①所属部署 

 ②活動内容 

 ③困っていること、その他相談など 

 

【7 期生】 

A(神奈川県) 

①看護部 

②特定行為実施、初診問診、血管内/開頭手術助手、病棟管理、急変対応、ホットライン対応 

③なし 

 

B(福岡県) 

①看護部 

②内科入院患者の入院管理、特定行為実践 

③特になし 

 

C(愛知県) 

①看護部 

②病棟管理、整形外科・外科手術助手、心カテ助手、RRS、RST、特定行為実践 

③特になし 

 

D(神奈川県) 

①総合診療センター 総合診療内科 

②患者担当、外来など、指導医の指導を受けながら診療へ介入、微量元素チーム 

特定行為（A line、PICC など） 

③なし 

 

【8 期生】 

E(東京都)  

①診療部 

②外科での臨床研修 カルテ記載 医師の処置介助 手術見学 

③特になし 

 

F(埼玉県) 

①看護部 



②循環器 インチャージ、ホットライン心筋梗塞、心不全症例の受け持ち、診療記録記載 

   麻酔科にて外科、心外手術に入り並列麻酔時の介入、特定行為実施 

③なし 

 

G(東京都) 

①看護部 総合診療科 小児科 

②入院カルテ記載 転院調整 特定行為の実施 

③特になし 

 

H(新潟県) 

①看護部一般病棟 

②病棟管理のほかに外来、介護医療院、特養での特定行為実施を含めた臨床研修 

③特になし 

 

J(東京都) 

①看護部付診療部出向、循環器内科研修中 

②特定行為実践、入院対応・オーダーまで全て、指導医担当患者のカルテ記載、心臓カテーテル

治療医療補助研修、その他循環器医療行為や臨床推論勉強中 

③適宜看護部長に相談 

 

K(沖縄県) 

①看護部 

②週 1～3 回の病棟での研修、特定行為実践 

③なし 

 

L(東京都)  

①看護部 

②診療所研修中 

③診療訪問中の車酔い 

 

M(奈良県) 

①診療支援室 

②ICU 担当患者を受け持って研修、特定行為実践 

③なし 

 

 

■症例発表 

発熱・SpO2 低下で受診した特養入居者の一例 



 

既往に COPDがある施設入所中で ADLほぼ介助の男性の、急性の発熱と呼吸不全、意識障害の

症例。 

施設の情報から、どのような経緯で発症したのか分かりやすかった。普段の情報共有が活かされ

る場面と感じた。 

新しい成人肺炎診療ガイドラインの情報から治療方針を決めていた。 

感染が疑われた場合は培養やグラム染色を駆使し、鑑別を決めていく必要がある。また地域医療

では点滴や検査に限りがあるため、家族と話し合って、治療方針をあらかじめ決めておく必要が

ある。 


